
各位                                    2009年4月1日  

水と土の芸術祭実行委員会事務局 

（新潟市交流推進課内） 

 

 
 
 

企画発表会の報告と水と土の芸術祭推進室について 
 
 
拝啓 桜前線が北上中です。新潟市の開花予想日は4日です。 

さて、「水と土の芸術祭」も7月18日の開催を目指して、鋭意進行中です。さる3月27日（金）に企画発表会を

開催し、作家やアート作品を紹介しました。21年度は機構改革で事務局のシティプロモーション推進課が、交流推

進課にかわり、「水と土の芸術祭推進室」を設けましたので、あらためて、よろしくお願いします。詳細は下記およ

び別紙のとおりです。                                        敬具 

 

 

記  

 

1  企画発表会及び現在の進行状況について 

   ・企画発表会については別紙のとおりです。 

   ・ホームページをリニューアルしました。 

新ＵＲＬ http://www.mizu-tsuchi.jp 

３月２７日付の参加作家を掲載しています。さらに追加される予定です。 

追加作家、設置場所については、決まり次第掲載します。 

掲載の写真データが必要な方にはお送りします。 

   ・パスポートの販売を開始しました。 

   ・作品制作は一番早いものは４月の中旬以降を予定しています。 

   ・４月末までに作家、イベントなどを決定する予定です。 

 

2  水と土の芸術祭推進室について 

   ・シティプロモーション推進課が交流推進課にかわり、水と土の推進室を設け、引き続き「水と土の芸術祭実

行委員会事務局」をおきました。事務局長以下職員は下記のとおり２０年度と同じです。場所も同じ市役所本

館４階です。 

    事務局長‐山田 交流推進課長‐近松  

水と土の芸術祭推進室長－箕田 課長補佐－五十嵐 清水  

課員－狩谷 長谷部 高橋 蝦名 白井 畑 片野 和田 

   

 

担当  五十嵐政人 蝦名淳広  白井麻也 

 



水と土の芸術祭 現状報告（4月1日現在） 

 

・正式名称    日本海政令市にいがた水と土の芸術祭２００９ 

・サポーター数  ４７７名（3/31現在） 

・協賛団体数   １８０団体  １１,６２３名（3/31現在） 

・イベント公募  ３月末に申請者に審査結果を通知し、ヒアリングを実施し、４月末までに決定 

する予定です。 

 

企画発表会の報告 

 

３月２７日夜、新潟市民プラザで開催した企画発表会の内容は下記のとおりです。 

・概要  著名人からの応援メッセージを披露した後、実行委員長（新潟市長）篠田昭が趣旨を話し、ディレクター

の北川フラムから作家や作品、コンセプト、イベントについて説明しました。このとき、初めて作家やイメージ図な

どが公表されました。妻有のサポーターや市民サポーターズが登壇し、芸術祭への期待や意気込みを述べてもらいま

した。 

・ランドアート    ４９人・グループ（3/27現在） 

            国内３８   国外１１ 

・登壇作家      牛島達治、丹治 嘉彦、高 亜美、小原 典子、 

北川 貴好、管懐賓（カン・ハイビン）、酒百宏一（さかおこういち） 

空土（からっと）  合計８人・グループ 

・参加者 市民３４０人 

・応援メッセージをお寄せいただいた５人の方 

池坊 美佳さん（華道家／京都館館長） 

遠藤 麻里さん（エフエムポートナビゲーター） 

三枝 成彰さん（作曲家） 

藤沢 周さん（作家） 

眞木 準さん（コピーライター、クリエイティブディレクター） 

・登壇し応援スピーチをされた３人の方 

            渡貫 文人さん（妻有サポーター） 小玉 理恵さん（新潟大学生・西区でアート代表） 

            アンティエ・グメルスさん（新潟市在住のアーティスト・妻有出品作家） 

 

・タイトル、ロゴ・マークについて 

＜デザイナー＞  

宗利淳一（むねとし・じゅんいち） 

＜ロゴ文字について＞ 

中心のテーマになっている、「水」「土」を中心に考えたロゴです。新潟にゆかりの深い良寛の文字を骨格に用いて

います。その上で、起筆・終筆は、現代のタイプファイス（書体）で仕上げました。「みずつち」マークと合わせ

て、この芸術祭で誕生した、「良寛明朝」と呼びたい書体です。 

なお「2009」の文字は、潟をモチーフにしています。 

＜マークについて＞ 

左が信濃川、右が阿賀野川を表しています。この線も、「水」「土」と同様に良寛の書風に近いものにしました。二

つの大きな川が始まりであり、誰にもわかる象徴です。「地図にない湖」の土地をその意味でも、水の色にしていま

す。 

この芸術祭により親しみをもち、日常のなかでいつも口にしていただける略称を、「みずつち」にしました。平仮名

で表し、マークの一部にしています。 

 

・パスポート（前売）販売開始 ＨＰ参照   

・チラシ、かわら版第２号の配布 ＨＰ参照 

 


